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球温暖化に対する人々の関心か
ら、太陽光発電や風力発電が急

速に普及しています。太陽光発電は
家庭の屋根に設置されるため、各家
庭を一つの発電所のようにみること
ができます。この発電所は、家庭内
の電気製品に電気を供給するととも
に、余った電気を配電線や送電線に
より大きな電力システムへ送りま
す。現在の容量はまだ、140万kW
程度ですが、将来は無数の小さな太
陽光発電所が電気供給の主役になる
かもしれません。
図１に自然エネルギー実験室にあ
る太陽光発電システムの構成を示し
ます。太陽電池パネルの出力は
1 kWです。年間の発電量は約
1000kWhで、１ｋＷで約1000時
間の電気を供給できます。太陽電池
の出力は直流で約180V、これをパ
ワーコンディショナー（PCS）で
100Vの交流に変換し、電力会社の
電源と連系しています。特徴として

電気を蓄えるために電気二重層キャ
パシタを備えています。
太陽光発電を電力システムに組み

込むとき、二つのことが問題になり
ます。一つは、余った電気を送り出
すことにより端子電圧が上昇するこ

とです。家庭の電圧は101±6Vに
保つことが定められています。した
がって、107Vを超えたときは
107V以下に戻すよう制御しなけれ
ばなりません。まず、PCSの電圧
制御を行い、それでもだめなときは
出力を制限します。そのため、天気
が良くても発電できないことがあり
ます。
もう一つは、図２のように太陽電

池の出力が天気によって変化するこ
とです。雲の多い日はかなり変動し
ます。この出力変動は電力システム
全体の周波数に影響を及ぼします。
当研究室では、図１のキャパシタを
使って、太陽光発電システムの出力
を安定化する研究を行っています。
図２の太線のように、PCSの出力
を緩やかに変化させることができる
ようになりました。この研究が、太
陽光発電の更なる普及につながれば
幸いです。
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図１：太陽光発電システムの構成

図２：太陽電池出力の安定化



域ブランド」を通じた地域経済
の活性化に期待が寄せられて

います。2004年12月に「オホーツ
クブランド形成インターネット研究
会」が発足しました。北見工業大学、
流通企業、ICT企業、生産者、オホー
ツク財団によるメンバーで構成され
ています。オホーツクブランド形成
におけるICTの役割、ICTによるブ
ランド形成について検討が行われて
きています。その中で、我々の研究
室で行ってきたことを紹介します。
ブランド形成のプロセスには、図
1に示すように「知ってもらう」、
「買ってもらう」、「繰返し買っても
らう」という3つのフェーズが重要
な役割を果たしていると考えられま
す。そこで、ICTを用いて各フェー
ズ及び各フェーズ間のつながりを支
援する試みを行っています。
「知ってもらう」ことを促進する
試みとして、Google Mapsを利用
したシステムの研究・開発を行って
います（図2）。地図上にブランド
化したい商品の情報を直接的に表示
するだけではなく、物語（ストーリ
ー）を介した商品情報の表示を行っ
ています。

ブログによる口コミ情報もブラン
ド形成において重要な役割を果たす
と考えられます。ブログの記事間の
関係等を可視化することで、口コミ
情報の広がりや、中心的な役割を果

たしている記事の把
握等を支援するシス
テムの研究開発を行
っています（図3）。

地域ブランド形成支援サイト「オ
ホ愛」を実際に作成し（図4）、テ
ストマーケティングを実施すること
を通して、これからの時代に求めら
れる新しいブランディング手法のあ
り方を検証しています。このプロジ
ェクトに関しては、新聞紙上にも取
り上げられ（図5）注目を浴びてい
ます。
オホーツク財団が実施している

「オホーツクブランド認証制度」に
よるオホーツクブランド認証品も
26品目となり評判も上々のようで
す（図6の認証マークが目印です）。
上述した研究を進めていくことで、
オホーツクブランド形成に寄与し、
地域社会の発展に貢献していければ
と考えています。

地
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図1 ブランド形成のプロセス 図2 Google Mapsの利用

図3 ブログの可視化システム 図4 オホーツクブランド応援サイト「オホ愛」

図5 読売新聞 平成19年2月23日付
図6 オホーツクブラ

ンド認証マーク

この記事は、読売新聞社の承諾を得て転載しています
無断で複製、送信、出版、頒布、翻訳、翻案等著作権を侵害する一切の行為を禁止します
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入生の皆さんこんにちは。私達
はこの北見工業大学の生協の組

織の学生委員会です。推薦や後期の
とき、受験生歓迎を受けた人は私達
の活動をみたことがあるかもしれま
せんね。試験の日にバス停に立って
受験生を案内したり、試験後に受験
生と大学のことについて談話をした
りしました。さらに、入学式前には
新入生を対象にした企画を行ったり
しています。
学生委員会では、学生に大学での
生活を充実したものにしてもらいた
いという想いをもち、主に生協の店
舗を借りて様々な活動をしていま
す。写真を見てもらえば分かると思
いますが、例えば去年の11月には、

食堂の一部分をかりてダーツをした
りしました。自分達の活動について
もっと詳しく話を聞きたい、自分も
やりたいという人がいたら、私達は
大学会館２階の第一会議室にいるの
で、遠慮なく来てみてください。
さて、学生委員会は、北見工大の

生協に所属していますが、ここで、
新入生の皆さんへのお役立ち情報と
いうことで、今回はこの生協の店舗
についての紹介をしたいと思いま
す。
大学で生活していくなかで、生協

を活用しない手はありませんよ。工
大の学生はほぼ毎日生協を利用して
います。生協では購買、食堂、書籍
などがあります。購買ではパンや飲

み物の他、レポート用紙など学生生
活に役立つ物が売っています。食堂
のメニューは毎日種類が豊富です。
また季節ごとに地方のフェアをやっ
ていて、色々なものを食べれますよ。
そして勉強の参考書などは書籍に、
実家に帰るときのバスや飛行機の予
約にはサービスカウンター、といっ
たように、学生生活の中で生協はと
ても便利です。さらに、生協の職員
さんはみんな優しく、気軽に話しか
けることができ、すぐに仲良くなれ
ますよ。
これから始まる大学生活、長いよ

うで実は短いです。勉強も遊びもが
んばって有意義に過ごしてくださ
い。

新
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